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１．はじめに  

道路橋示方書(以下 道示)の設計曲げモーメントは、設計荷重に対して普遍性があり、かつ安全側となるようにと

の配慮から、荷重強度や載荷方法などをモデル化した上で、発生する断面力に一定の余裕量を見込み、さらに設計

の便を考慮して単純な形で定式化したものである。しかしながら、近年、支持桁の間隔が不均等になる場合や、床

版支間に対して張出し量が大きい場合、また、コスト縮減や合理化橋梁へのニーズの高まる中で床版支間６ｍを超

える床版が計画されるなど、道示で想定している範囲を超える場合が増加している。また、設計曲げモーメント式

の提案 1),2)や、床版の支持条件を考慮して厳密に設計曲げモーメントを算出する研究 3)も行われているが、本稿で

は、厳密な解析結果を提示することのみが目的ではなく、既往の設計曲げモーメントと整合した適切な安全度を確

保した設計曲げモーメントをどのように算出すべきかの課題提起することも目的としている。以下に、支間 2m－8m

までの単純版を想定して道示の諸条件を下記と仮定して設計曲げモーメントを試算した結果を報告する。 

２．解析モデル  

モデルは下記の２種類を想定した。 

(1)道示と同様に、相対する２辺で単純支持された等方性無限単純版を想定したモデル(道示式を再現) 

(2)張出し長 1ｍを有する単純支持された等方性無限単純版を想定したモデル(現実的な構造) 

なお、張出し長が１ｍをこえる場合の単純版の曲げモーメントは、一般に、張出し長１ｍの単純版の曲げモーメ

ントをこえることはないので、実際の橋梁のけた配置を考慮して、張出し付モデルを設定した。また、解析対象を

合成床版と想定し、床版全厚は土木学会「鋼構造物設計指針 PART B 合成構造編」(以下 PART B)の床版最小全厚と

床版支間の関係式 hc=2.5L+10 をもとに設定した。FEM モデル(TT-43 荷重 張出しなし)を図１に示す。 

３．載荷荷重  

 荷重は、B活荷重(T－25 荷重)および TT－43 を対象に、橋軸方向に１台、幅員方向には台数に制限なく載荷する

ものとし、それぞれ後輪荷重および前輪荷重の影響を考慮した。輪荷重の分布は 50mm のアスファルト舗装を通じて、

床版全厚の 1/2 の面まで 45°の角度で分布すると仮定した。また、衝撃係数 i=20/(50+L)を用いた。 

なお、幅員方向の荷重の載荷方法は、下記の２種類を想定した。 

(1)支間部の曲げモーメントが最大になる位置に活荷重を載荷して、輪荷重は片輪でも載荷するケース(図―２

-a)→道示式を再現 

(2)支間部の曲げモーメントが最大になる位置に活荷重を載荷して、左右両輪の荷重をセットで載荷するケース

(図―２-ｂ)→現実的な載荷方法 
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PART B

道示(表-8.3.1式+表-8.3.2による割増し)

道示 表-8.3.1式

TT-43

〇 張出し無し

△ 張出し有り

□ 張出し有り(片輪不可)

T-25

● 張出し無し

▲ 張出し有り

■ 張出し有り(片輪不可)

４．余裕量   

 余裕量は、解析を行ったときの仮定と実際の構造との違いや床版を施工するときに生ずる床版厚や配筋の誤差等

を考慮したものであり、道示では、理論値に対して 10～20％の余裕をみている。本稿では、PART B の考え方に基づ

いて、床版支間 6ｍまでは、道示の余裕量の最小値を下回らないように、床版支間が 6m を超える範囲については、

設計曲げモーメントを生じさせる荷重配置の再現確率が小さくなることを考えて、余裕量 10～0%と仮定した。 

・床版支間 2.0～6.0m：余裕量 20～10% 

・床版支間 6.0～12 m：余裕量 10～0% 

５．解析結果  

  FEM 解析に上記の余裕量をみた結果と、道示および PART B の設計曲げモーメント式とを図－3 に示す。これより

以下が考察される。 

 

 

 

① T－25 荷重と TT－43 荷重の設計曲げモーメントの比較では、支間６ｍまでは T-25 荷重のそれの方が大きく、

支間６ｍを超えると TT-43 荷重のそれの方が大きくなる。 

② FEM 解析結果に衝撃および余裕量をみた曲げモーメントは、支間 6m 未満では PART B 式による曲げモーメント

と同等以下となる。 

③ 現実的な構造(張出し 1m)および T 荷重載荷を想定した場合で、FEM 解析結果に衝撃および余裕量をみた曲げモ

ーメントは支間８ｍ未満では PartB 式による曲げモーメントと同等以下となる。 

６．まとめ 

本稿では、比較的自由度が少なく定式化しやすい 2 主桁橋を想定して、支間部の設計曲げモーメントを算出し、

道示式と PART B 式とを比較した。今回の検討範囲内では、PartB 式の方が厳密解に近い結果となったが、今後、既

往の設計曲げモーメントと整合した適切な安全度を確保した設計曲げモーメントを算出する要領（考え方）を整理

していく必要があると考える。また、玉越らの研究 4)によると、連続版中間支点の設計曲げモーメントは、道示の

PC 床版の設計曲げモーメントに近いことが報告されており、連続版も含めて床版の支持条件等の影響を考慮した検

討を行っていく予定である。 
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図－３ 

道示（表8.3.1）式
適用範囲 主鉄筋方向の曲げモーメント
0＜L≦6 +(0.12L+0.07)P

道示（表8.3.2）割増し係数
支間L(m) L≦2.5 2.5＜L≦4.0 4.0＜L≦6.0

割増し係数 1.0 1.0+(L-2.5)/12 1.125+(L-4.0)/26

PART B
適用範囲 主鉄筋方向の曲げモーメント
0＜L≦8 +(0.114L+0.144)P
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